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編集後記 しなければならないように思われる.

・最近，企業における研究開発について調べていて，気 ・さて，今月は，テーマとして「学術コンピュータネッ

がつくことは，以前から多くの識者が指摘しているよう トワーク」をとりあげました.特にそれらのネットワー

に，日本の研究開発が，欧米とは逆に独創研究よりも改 クの構築，運営に実際にたずさわっている方々に執筆を

良研究にかなりのウエートがあること，また昨今のよう お願いしました.これらの論説を通して学術コンビュー

に不況で物が売れなくなると，研究開発費を減らす企業 タネットワークの現状と問題点がおわかりいただけたの

がかなりあることなどである.研究開発の重要性が，声 ではないでしょうか.たとえば，今後のORの問題とし

高に叫ばれる割りには，総じて，わが国の企業における では，ネットワークのプロトコル，ネットワ -!l アドレ

研究開発のとりくみ方は，業種，規模，企業の戦略によ スの統一性，ルーティング(経路市j御)などが考えられ

ってバラツキが大きいこともわかった.ORの分野にお るのではないでしょうか.

いても同様なことが言えるように思える.つまり，従来 ・最後に，特集に関して何かお気づきの点，あるいはご

の ORのバッグボーンを支えてきた LP ， DP , PAR 意見がありましたら，編集委員会宛にご一報ください，

T，待ち行列などの独創的な手法に対して最近では，そ 積極的にそれらのご意見をこれからの編集に活かしてい

れに比するような手法なり分野の研究開発が少ないので きたいと思います.

はないだろうか.換言すれば， ORの分野でも，独創研 (城川俊一)

究よりも改良研究がほとんどを占めているように思われ

る.われわれORの研究者は，従来の研究分野や手法を

越えた新しい応用領域や手法を開発する努力をより一層
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